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一 

第
五
次
新
造
船
の
場
合
に
お
い
て
は
、
対
日
援
助
見
返
資
金
借
入
に
関
し
、
当
該
新
造
船
で
は
八
〇
％
担
保
に
つ
き
、
二

〇
％
の
増
担
保
を
要
求
せ
ら
れ
、
こ
の
増
担
保
に
は
当
該
船
主
所
有
の
他
船
舶
が
充
当
さ
れ
、
こ
れ
が
た
め
所
有
船
腹
の

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
増
担
保
に
引
き
当
て
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
従
つ
て
船
舶
以
外
に
は
固
定
資
産
を
有
し
な
い
船

主
に
と
つ
て
は
既
に
担
保
能
力
が
な
く
、
第
六
次
新
造
船
に
お
い
て
も
増
担
保
を
要
求
せ
ら
る
る
な
ら
ば
発
註
不
可
能
と

な
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
つ
て
対
日
援
助
見
返
資
金
に
対
す
る
担
保
は
当
該
新
造
船
の
み
に
限
り
増
担
保
を
要
求
し
な
い
よ

う
に
し
て
は
如
何
。 

二 

第
五
次
新
造
船
の
場
合
に
お
い
て
は
、
対
日
援
助
見
返
資
金
金
利
は
七･

五
％
で
あ
り
、
一
般
市
中
金
利
は
一
〇
乃
至
一

二
％
で
あ
つ
た
か
ら
、
両
者
を

均
し
て
約
一
〇
％
と
い
う
世
界
に
類
を
見
な
い
高
率
で
あ
つ
た
。
し
か
る
に
外
国
に
お

け
る
船
舶
建
造
融
資
金
利
は
大
体

均
し
て
貸
付
期
間
十
五
年
、
利
率
三
分
五
厘
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
到
底
国
際
海
運
場

り
の
競
争
に
た
え
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
つ
て
対
日
援
助
見
返
資
金
の
金
利
は
少
な
く
と
も
国
債
並
の
五
分
程
度
ま
で 

、 

海
事
金
融
に
関
す
る
質
問
主
意
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三 

 



 

四 

に
引
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 
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